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この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 

必要な時にすぐにお読みいただけるように大切に保管してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【２１Ｄ】シリーズダイレクト表示 型式表記 

 

 ① 

機種タイプ 

 ② 

項目 

 ③ 

通信 

 ④ 

表示タイプ 

 ⑤ 

LED 色 

２１ ＊＊＊     － ＊＊＊    － ＊＊＊ － ＊＊＊ － ＊＊＊ 

 Ｄ  ２  ４２９Ｄ  １２３  Ｇ(緑) 

 Ｄ５  ３  ４８５Ｄ  ５２３  Ｒ(赤) 

 ＤＷ  ４    １２４   

 Ｄ５Ｗ      ５２４   

 ＤＥ      １５２   

 ＤＥＷ      １５   

       １２   

       ５２   

       ２３   

       ２４   

       １５２３   

       １５２４   

 

 

① 機種タイプ：Ｄ→大型４桁片面，  Ｄ５→大型５桁片面，ＤＷ→大型４桁両面 

        Ｄ５Ｗ→大型５桁両面，ＤＥ→中型５桁片面，ＤＥＷ→中型５桁両面 

② 項 目  ：２～４項目 

③ 通 信  ：４２９→特定小電力無線 

         ４８５→有線式 

④ 表示タイプ：アクリル文字を指定します。 

１→予定 ２→実績 ３→進度 ４→達成率 ５→計画 

⑤ ＬＥＤ色 ：Ｇ→緑色 

        Ｒ→赤色 

        ※中型タイプは赤色のみとなります。 

 

 

 

例）大型４桁片面，４項目，有線式（４８５），アクリル文字→予定／計画／実績／進度，ＬＥＤ色 赤の場合、 

  型式は「２１Ｄ－４－４８５Ｄ－１５２３―Ｒ」となります。 

 

 

 

 

 

 



  

安全で快適にお使いいただくために    （必ずお読みください） 

このたびは、弊社製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 

このマニュアルでは、誤った取り扱いによる事故を未然に防ぐための注意事項を説明しています。 

絵表示の意味をよく理解した上でお読みください。 

 

           この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人体に多大な損傷を負う可能性が想定さ 

れる内容を示しています。 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人体が傷害を負う可能性又は物的損害の 

発生が想定される内容を示しています。 

 

■ お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区別し、説明しています。 

この絵表示は気を付けていただきたい「注意喚起」の内容です。 

 

この絵表示は、してはいけない「禁止」の内容です。 

 

 

 

 

 

 

■ 全てに共通の取り扱いについて 

● 湿気・ほこりの多い場所での使用は避けてください。ほこりや水分が入り、故障・火災 

 ・感電の原因となることがあります。 

■ 本機の取り扱いについて 

● 本機は、精密部品で作られた電子機器及び無線通信機器です。 

   分解・改造はしないで下さい。事故や故障の原因となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

！ 警告 

！ 注意    

 

！ 

tyuui    

 

！ 注意   

 



  

 

 

 

■ 本機の取り扱いについて 

● 人命にかかわるような極めて高い信頼性を要求される用途には、ご使用になら 

ないで下さい。 

● 電波が届くか届かない曖昧な範囲ではご使用にならないで下さい。 

 

■ 電源の取り扱いについて 

ACアダプタ・電源コードの発熱、損傷、破損、発火などの防止のため、次のことは必ずお守りください。 

ACアダプタ・電源コードを火に近づけたり、火の中に入れないで下さい。 

ACアダプタ・電源コードが破裂・発火して事故の原因になります。 

● ACアダプタ・本体は、破損・発火事故防止のため、指定された電源電圧以外では 

使用しないで下さい。 

● 濡れやすい場所で、ACアダプタ・本体を使用しないで下さい。 

  発熱・発火・感電などの事故や故障の原因となります。 

 ● 濡れた手で ACアダプタ・本体・電源コード・コンセントに触れないで下さい。 

  感電などの事故の原因となります。 

● 電源コードを破損させないで下さい。 

  ショートや発熱により、火災や感電の原因となります。 

● 電源プラグにほこりが付着したままで使用しないで下さい。 

 ショートや発熱により、火災や感電の原因となります。 

● ACアダプタに強い衝撃を与えないで下さい。 

  事故や故障の原因になることがあります。 

● ACアダプタの変形などに気づいたら、使用しないで下さい。 

  事故や故障の原因になることがあります。 

● 引火性ガスが発生する場所では、本体を使用しないで下さい。 

  発火事故などの原因になります。 

● 絶対に ACアダプタを分解しないで下さい。 

事故や故障の原因になることがあります。 

■ 使用中に異常が発生したときは 

 火災・感電などの原因となりますので、電源プラグをコンセントから抜いて販売店又は弊社宛修理を依頼して

下さい。 

● 煙が出たり、変な臭いがするときは使用を中止し、直ちに電源プラグをコンセント 

から抜いて販売店又は弊社宛修理を依頼してください。 

● 電源コードが傷んだら使用しないで下さい。 

 そのまま使用すると火災や感電の原因になります。 

！    

 

！ 警告   
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概 要  

１．概要 

１－１．摘要 

  本取扱説明書は生産管理表示装置［２１Ｄ］シリーズのディスプレイをコンピュータ等と有線及び無線

の通信を介してダイレクトに表示する方式について記載されています。 

  このような方式を“ダイレクト表示”と称します。 

   

１－２．概要 

  生産管理表示装置［２１Ｄ］シリーズのディスプレイは有線及び無線のインターフェースを装備しており、

決められたフォーマットのデータを受信すると７セグメントＬＥＤに任意の数値を表示することができま

す。 

  ディスプレイは２項目／３項目／４項目，片面／両面，４桁／５桁，中型／大型の中から、用途に応じ

て自由にお選びいただくことができます。 

  通信方式は、無線タイプの【４２９Ｄ】と有線タイプの【４８５Ｄ】があります。 

【４２９Ｄ】は屋内１２０ｍ程度の通信が可能な特定小電力無線を採用した通信方式です。 

【４８５Ｄ】はＲＳ４８５規格を採用した通信方式です。 

 

１－３．機種タイプ 

  

タイプ 
大型 ２１Ｄ 

（４桁及び５桁表示） 

中型 ２１ＤＥ 

（５桁表示） 

２項目４桁タイプ ２１Ｄ－２ ――――――― 

３項目４桁タイプ ２１Ｄ－３ ――――――― 

４項目４桁タイプ ２１Ｄ－４ ――――――― 

２項目４桁両面タイプ ２１ＤＷ－２ ――――――― 

３項目４桁両面タイプ ２１ＤＷ－３ ――――――― 

４項目４桁両面タイプ ２１ＤＷ－４ ――――――― 

２項目５桁タイプ ２１Ｄ５－２ ２１ＤＥ－２ 

３項目５桁タイプ ２１Ｄ５－３ ２１ＤＥ－３ 

４項目５桁タイプ ２１Ｄ５－４ ２１ＤＥ－４ 

２項目５桁両面タイプ ２１Ｄ５Ｗ－２ ２１ＤＥＷ－２ 

３項目５桁両面タイプ ２１Ｄ５Ｗ－３ ２１ＤＥＷ－３ 

４項目５桁両面タイプ ２１Ｄ５Ｗ－４ ２１ＤＥＷ－４ 
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概 要 

１－４．表示タイプ 

  ２１Ｄシリーズは「予定」「実績」「進度」「達成率」「計画」を組み合わせることにより数種類のタイプを選

択することができます。ディスプレイのアクリル板の文字タイプを下記タイプよりお選びいただけます。 

   

  １：予定  ２：実績  ３：進度  ４：達成率  ５：計画 

 

項目 タイプ 数値表示 

３項目 

予定・実績・進度 １２３ 

計画・実績・進度 ５２３ 

予定・実績・達成率 １２４ 

計画・実績・達成率 ５２４ 

予定・計画・実績 １５２ 

２項目 

予定・計画 １５ 

予定・実績 １２ 

計画・実績 ５２ 

実績・進度 ２３ 

実績・達成率 ２４ 

４項目 
予定・計画・実績・進度 １５２３ 

予定・計画・実績・達成率 １５２４ 

 

１－５．通信 

  ２１Ｄシリーズのディスプレイは下記通信タイプを選択することができます。 

  ディスプレイは受信専用となります。 

 

通信 内容 

４２９ 
特定小電力無線を利用した通信タイプです。 

通信距離は屋内約１２０ｍ程度です。 

４８５ 
ＲＳ－４８５通信を利用した通信です。 

通信距離は約１．２ｋｍです。ツイストペアケーブルで接続します。 
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仕様 

２．仕様 

２－１．３項目タイプ 

＜３項目大型タイプ＞ 

 21D－3 21DW－3 21D5－3 21D5W－3 

表示内容 
(４桁２段)+(記号+３桁１段) 

又は４桁３段 

(５桁２段)+(記号+４桁１段) 

又は５桁３段 

表示面 片面 両面 片面 両面 

表示素子 高輝度７セグメントＬＥＤ表示 

１文字寸法 １１０Ｈ×６０Ｗｍｍ 

外形寸法 ６００Ｗ×６００Ｈ×８０Ｄｍｍ 

電源 ＡＣ１００Ｖ（最大入力範囲：ＡＣ８５～１２５Ｖ） 

使用環境 

温度 ： ０ ～ ５ ０ ℃  

湿度：８５％以下（結

露なきこと）  

温度 ： ０ ～ ４ ０ ℃  

湿度：８５％以下（結

露なきこと） 

温度 ： ０ ～ ５ ０ ℃  

湿度：８５％以下（結

露なきこと） 

温度 ： ０ ～ ４ ０ ℃  

湿度：８５％以下（結

露なきこと） 

通信 
429 受信専用（429.2500～429.7375MHz までの 40 波のうち任意の１波を使用） 

485 受信専用（ＲＳ４８５×１） 

消費電力 ＭＡＸ４７Ｗ ＭＡＸ８８Ｗ ＭＡＸ５８Ｗ ＭＡＸ１１１Ｗ 

重量 約９．０ｋｇ 約９．８ｋｇ 約９．２ｋｇ 約１０．１ｋｇ 

＜３項目中型タイプ＞ 

 21DE－3 21DEW－3 

表示内容 
(５桁２段)+(記号+４桁１段) 

又は５桁３段 

(５桁２段)+(記号+４桁１段) 

又は５桁３段 

表示面 片面 両面 

表示素子 高輝度拡散型赤色７セグメントＬＥＤ表示 

１文字寸法 ５５Ｈ×３０Ｗｍｍ 

外形寸法 ４００Ｗ×３６０Ｈ×６５Ｄｍｍ 

電源 ＡＣ１００Ｖ（最大入力範囲：ＡＣ８５～１２５Ｖ） 

使用環境 温度：０～５０℃  湿度：８５％以下（結露なきこと）  

通信 
429 受信専用（429.2500～429.7375MHz までの 40 波のうち任意の１波を使用） 

485 受信専用（ＲＳ４８５×１） 

消費電力 ＭＡＸ１９Ｗ ＭＡＸ３４Ｗ 

重量 約４．２ｋｇ 約４．５ｋｇ 
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仕様 

２－２．２項目タイプ 

＜２項目大型タイプ＞ 

 21D－2 21DW－2 21D5－2 21D5W－2 

表示内容 
(４桁１段)+(記号+３桁１段) 

又は４桁２段 

(５桁１段)+(記号+４桁１段) 

又は５桁２段 

表示面 片面 両面 片面 両面 

表示素子 高輝度７セグメントＬＥＤ表示 

１文字寸法 １１０Ｈ×６０Ｗｍｍ 

外形寸法 ６００Ｗ×４４５Ｈ×８０Ｄｍｍ 

電源 ＡＣ１００Ｖ（最大入力範囲：ＡＣ８５～１２５Ｖ） 

使用環境 温度：０～５０℃  湿度：８５％以下（結露なきこと）  

温度 ： ０ ～ ４ ０ ℃  

湿度：８５％以下（結

露なきこと） 

通信 
429 受信専用（429.2500～429.7375MHz までの 40 波のうち任意の１波を使用） 

485 受信専用（ＲＳ４８５×１） 

消費電力 ＭＡＸ３８Ｗ ＭＡＸ６３Ｗ ＭＡＸ４４Ｗ ＭＡＸ８４Ｗ 

重量 約７．２ｋｇ 約７．６ｋｇ 約７．４ｋｇ 約８．１ｋｇ 

＜２項目中型タイプ＞ 

 21DE－2 21DEW－2 

表示内容 
(５桁１段)+(記号+４桁１段) 

又は５桁２段 

(５桁１段)+(記号+４桁１段) 

又は５桁２段 

表示面 片面 両面 

表示素子 高輝度拡散型赤色７セグメントＬＥＤ表示 

１文字寸法 ５５Ｈ×３０Ｗｍｍ 

外形寸法 ４００Ｗ×２８５Ｈ×６５Ｄｍｍ 

電源 ＡＣ１００Ｖ（最大入力範囲：ＡＣ８５～１２５Ｖ） 

使用環境 温度：０～５０℃  湿度：８５％以下（結露なきこと）  

通信 
429 受信専用（429.2500～429.7375MHz までの 40 波のうち任意の１波を使用） 

485 受信専用（ＲＳ４８５×１） 

消費電力 ＭＡＸ１５Ｗ ＭＡＸ２５Ｗ 

重量 約３．７ｋｇ 約３．９ｋｇ 
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仕様 

２－３．４項目タイプ 

＜４項目大型タイプ＞ 

 21D－4 21DW－4 21D5－4 21D5W－4 

表示内容 
(４桁３段)+(記号+３桁１段) 

又は４桁４段 

(５桁３段)+(記号+４桁１段) 

又は５桁４段 

表示面 片面 両面 片面 両面 

表示素子 高輝度７セグメントＬＥＤ表示 

１文字寸法 １１０Ｈ×６０Ｗｍｍ 

外形寸法 ６００Ｗ×７５５Ｈ×８０Ｄｍｍ 

電源 ＡＣ１００Ｖ（最大入力範囲：ＡＣ８５～１２５Ｖ） 

使用環境 

温度 ： ０ ～ ５ ０ ℃  

湿度：８５％以下（結

露なきこと）  

温度：０～４０℃  湿度：８５％以下（結露なきこと） 

通信 
429 受信専用（429.2500～429.7375MHz までの 40 波のうち任意の１波を使用） 

485 受信専用（ＲＳ４８５×１） 

消費電力 ＭＡＸ５９Ｗ ＭＡＸ１１１Ｗ ＭＡＸ８２Ｗ ＭＡＸ１４１Ｗ 

重量 約１１．０ｋｇ 約１２．０ｋｇ 約１１．４ｋｇ 約１２．４ｋｇ 

＜４項目中型タイプ＞ 

 21DE－4 21DEW－4 

表示内容 
(５桁３段)+(記号+４桁１段) 

又は５桁４段 

(５桁３段)+(記号+４桁１段) 

又は５桁４段 

表示面 片面 両面 

表示素子 高輝度拡散型赤色７セグメントＬＥＤ表示 

１文字寸法 ５５Ｈ×３０Ｗｍｍ 

外形寸法 ４００Ｗ×４３５Ｈ×６５Ｄｍｍ 

電源 ＡＣ１００Ｖ（最大入力範囲：ＡＣ８５～１２５Ｖ） 

使用環境 温度：０～５０℃  湿度：８５％以下（結露なきこと）  

通信 
429 受信専用（429.2500～429.7375MHz までの 40 波のうち任意の１波を使用） 

485 受信専用（ＲＳ４８５×１） 

消費電力 ＭＡＸ２４Ｗ ＭＡＸ４４Ｗ 

重量 約５．０ｋｇ 約５．４ｋｇ 
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各部の名称と機能 

３．各部の名称と機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※【４８５Ｄ】タイプにはアンテナは装備されません。 

①アンテナ １／４ホイップアンテナです。 

②取付金具 
本機を取り付けるための取付金具です。2 箇所 

（取付穴位置は寸法図参照） 

③電源コード取出穴 
電源コード用の取出穴です。 

（電源コード約１．５ｍが接続され出荷されます） 

④電源スイッチ 電源スイッチです。 

⑤電源ランプ 電源がＯＮの間、点灯します。（オレンジ色） 

⑥ヒューズ ヒューズです。（容量は貼り付けシール参照） 

⑦アクリル板 アクリル板です。文字は表示タイプにより異なります。（出荷時固定） 

⑧アクリル取外用ビス 
アクリルを取り外す際に外します。 

信号線接続，電源コード接続、設定の際に外します。 

⑨サイドパネル 本体とビス４個で固定されています。結線時に取外します。 

 

 

 

①アンテナ ②取付金具 

④電源スイッチ 

③電源コード取出穴 

⑥ヒューズ ⑦アクリル板 ⑧アクリル取外用ビス 

 (両側面に４個) 

⑨サイドパネル（Ｌ） 

⑨サイドパネル（Ｒ） ⑤電源ランプ 
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通信 

４．通信 

４－１．機器構成 

  ダイレクト表示を行う際の機器構成を無線通信及び有線通信について表記します。 

  いずれの方式もディスプレイは受信専用となります。 

＜ダイレクト表示機器構成＞ 

● 無線通信タイプ【４２９Ｄ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●有線通信タイプ【４８５Ｄ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・・・・ 

「TELEMATEⅢ」  

単向通信 

 

RS-232C 信号 

機器番号＊＊ 機器番号＊＊ 機器番号＊＊ 機器番号 N 

（同一周波数最大９９台） 

・・・・・・ 

「MODEL485H」 

RS-485(ｹｰﾌﾞﾙ総延長 1.2km 以下)  

機器番号＊＊ 機器番号＊＊ 機器番号＊＊ 機器番号 N 

（最大３１台） 

RS-232C 信号 
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通信 

４－２．送信機 

  ディスプレイの通信タイプに合わせて送信機側モデムをご用意下さい。 

有線式通信タイプ【４８５Ｄ】には「ＭＯＤＥＬ４８５Ｈ」、無線式通信タイプ【４２９Ｄ】には「ＴｅｌｅｍａｔｅⅢ」

をご使用下さい。 

  ［ＴＥＬＥＭＡＴＥⅢ］及び［ＭＯＤＥＬ４８５Ｈ］の詳しい説明は別途取扱説明書をご覧下さい。 

 

４－３．通信仕様 

 

項目 内容 

通信方式 単向通信 

同期方式 非同期 

通信速度 １２００ｂｐｓ 

スタートビット １ビット 

データ長 ８ビット 

ストップビット ２ビット 

パリティ ｎｏｎｅ 

コード ＡＳＣＩＩ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



21Seriesダイレクト表示 

9 
 

通信 

通信フォーマット（固定長） 

 

 

 

 

プ
リ
ア
ン
ブ
ル 

Ｓ
Ｔ
Ｘ 

機
器
№ 

コ
マ
ン
ド 

桁
数 

タ
イ
プ 

表示データ Ｅ
Ｔ
Ｘ 

Ｂ
Ｃ
Ｃ 予

定
（
１
） 

実
績
（
２
） 

進
度
（
３
） 

達
成
率
（
４
） 

計
画
（
５
） 

ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ ダミーデータです。ＦＦＨを５バイト程度付加します。 ５バイト程度 

ＳＴＸ スタートバイト（０２Ｈ） １バイト 

機器№ 表示装置の機器№“００”～“９９” ２バイト 

コマンド “０”（３０Ｈ）：３０秒後消灯 

“１”（３１Ｈ）：表示ラッチ 

“２”（３２Ｈ）：点滅 

“３”（３３Ｈ）：消灯 

１バイト 

桁数 “４”（３４Ｈ） ４桁タイプ 

“５”（３５Ｈ） ５桁タイプ 

１バイト 

タイプ “０”（３０Ｈ）：予定／実績／進度（１２３） 

“１”（３１Ｈ）：計画／実績／進度（５２３） 

“２”（３２Ｈ）：予定／実績／達成率（１２４） 

“３”（３３Ｈ）：計画／実績／達成率（５２４） 

“４”（３４Ｈ）：予定／計画／実績（１５２） 

“５”（３５Ｈ）：予定／計画／実績／進度（１５２３） 

“６”（３６Ｈ）：予定／計画／実績／達成率（１５２４） 

１バイト 

予定 予定数“０００００”～“９９９９９” ５バイト 

実績 実績数“０００００”～“９９９９９” ５バイト 

進度 進度数“－９９９９”～“＋９９９９” ５バイト 

達成率 達成率“０００００”～“０９９９９” ５バイト 

計画 計画数“０００００”～“９９９９９” ５バイト 

ＥＴＸ エンドバイト（０３Ｈ） １バイト 

ＢＣＣ 機器Ｎｏ～ＥＴＸのＣＲＣ－ＣＣＩＴＴ 

（除数１１０２１Ｈ：生成多項式Ｘ 
１６

＋Ｘ 
１２

＋Ｘ 
５

＋１） 

 

計算結果２バイトを上位から４ｂｉｔずつ区切り５０Ｈと 

ＯＲして４バイトに変換しています。 

ｅｘ）計算結果 １２Ｈ，３４Ｈの場合 

   ５１Ｈ，５２Ｈ，５３Ｈ，５４Ｈとなります。 

４バイト 
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通信 

データ内容についての補足説明 

 

 

 

 

 

機器№ 表示装置に設定した機器番号を指定します。 

桁数 ディスプレイの型式に合わせて表示桁数を指定します。 

ディスプレイの型式と表示データの桁数が合わないと正常に表示しません。 

タイプ 通信フォーマット中の表示データ 

“予定（１）”“実績（２）”“進度（３）”“達成率（４）”“計画（５）” 

を何番目の項目に表示するか指定します。 

例）３項目表示 

タイプ“１”（３１Ｈ）：計画／実績／進度（５２３）を選択した場合 

→通信フォーマット中の表示データ“計画”（５）を上段に表示します。 

“実績”（２）を中段に表示し、“進度”（３）を下段に表示します。 

 

～ 
タ
イ
プ 

予
定
（
１
） 

実
績
（
２
） 

進
度
（
３
） 

達
成
率
（
４
） 

計
画
（
５
） 

Ｅ
Ｔ
Ｘ 

～ 

 

※記号（±）のついた表示段に数値データを挿入しても数値表示できません。 

表示データ 

各データ共に５桁分のデータを挿入します。（４桁表示でも５桁分データを挿入します）ま

た、ディスプレイの型式・タイプに関係なく表示データは全て挿入します。表示しないデー

タは“０００００”等を挿入して下さい。 

 

例）４桁表示で［１２３４］を表示させる場合、“０１２３４”を挿入します。 

記号（±）のついた部分のデータは記号データを挿入して下さい。 

 

例）４桁表示で「＋ １０」を表示させる場合、“＋００１０”を挿入します。 

ＢＣＣ チェックコードです。 

チェック方式をコンペア方式にする場合はこのＢＣＣ部分は、無視されます。 
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通信 

 例）次の表示を行う場合の通信内容を表記します。 

中型片面３項目タイプ 型式「２１ＤＥ－３－４２９Ｄ－１２３」  

機器№：０１   

コマンド：３０秒後消灯       チェック方式：ＣＲＣ－ＣＣＩＴＴ方式 

予定数（１項目）：「１２３」 

実績（２項目） ：「１０」 

進度（３項目） ：「＋４」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ※ＢＣＣ計算値：機器№～ＥＴＸのＣＲＣ－ＣＣＩＴＴはＦ４ＣＦＨとなります。 

         これを変換すると ５ＦＨ ５４Ｈ ５ＣＨ ５ＦＨ となります。 

 

 

 

項目 データ内容 

ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ ＦＦＨ ＦＦＨ ＦＦＨ ＦＦＨ ＦＦＨ 

ＳＴＸ ０２Ｈ 

機器№ ３０Ｈ ３１Ｈ 

コマンド ３０Ｈ 

桁数 ３５Ｈ 

タイプ ３０Ｈ 

予定（１） ３０Ｈ ３０Ｈ ３１Ｈ ３２Ｈ ３３Ｈ 

実績（２） ３０Ｈ ３０Ｈ ３０Ｈ ３１Ｈ ３０Ｈ 

進度（３） ２ＢＨ ３０Ｈ ３０Ｈ ３０Ｈ ３４Ｈ 

達成率（４） ３０Ｈ ３０Ｈ ３０Ｈ ３０Ｈ ３０Ｈ 

計画（５） ３０Ｈ ３０Ｈ ３０Ｈ ３０Ｈ ３０Ｈ 

ＥＴＸ ０３Ｈ 

ＢＣＣ ５ＦＨ ５４Ｈ ５ＣＨ ５ＦＨ 

データ長が固定なのでなにかデ

ータを入れておく必要がありま

す。 

コンペア方式の場合は不要とな

ります。 

機器№及びチェック方式はディスプレイ内部のディップ

スイッチで設定を行って下さい。 

また、無線式（４２９）の場合は通信チャネルを送信機

（TelemateⅢ）と合わせて下さい。 
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設定と設置方法 

５．設定と設置方法 

５－１．電源コードの接続 

   電源コードは取り付けられた状態で出荷されます。 

   何らかの理由により電源コードを取外し・取付けの必要が生じた場合は説明に従い電源コードの接

続を行なって下さい。 

   ①サイドパネル（Ｌ）を外す。 

    アンテナをサイドパネル（Ｌ）と垂直にし、サイドパネル（Ｌ）を止めているアクリル取外用ビス（４個）

を外します。サイドパネル（Ｌ）をアンテナに引っかからないように並行に移動させ取り外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ②電源コードを接続する。 

    電源接続用の端子台はディスプレイ背面にありますので背面のアクリル板をスライドし外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背面 

正面 

電源コード接続用端子台 サイドパネル（Ｒ）面 

電源コード取出穴 
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設定と設置方法 

    サイドパネル（Ｒ）に電源コード取出穴がありますので、電源コードを取出穴に通してから端子台に

接続します。（電源コード取出穴に通さずに端子台に接続すると背面アクリル板が閉められなくな

ります。） 

     

電源コード接続用端子台  Ｍ３ 

 

   ③アクリル板，サイドパネルを元に戻します。 
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設定と設置方法 

５－２．通信ケーブルの接続  【４８５Ｄ】タイプ 

  ＲＳ－４８５の通信回線はツイストペアケーブルを使用してディジーチェーン（いもずる式）に接続しま

す。 

  「ＭＯＤＥＬ４８５Ｈ」の端子台［Ａ］は表示装置の端子台［Ａ］に接続し、端子台［Ｂ］は表示装置の端子

台［Ｂ］に接続します。また、表示装置⇔表示装置間の接続も同様に端子［Ａ］は端子［Ａ］に接続し端

子［Ｂ］は端子［Ｂ］に接続します。 

 

「４－１．電源コードの接続」を参考に、ディスプレイのサイドパネル／背面アクリル板を外し、ＲＳ－４

８５信号用端子台に信号内容を間違えないように接続して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示装置背面 

G B A G B A 

別機器番号の 

表示装置へ 

［MODEL485H］端子台 

ツイストペアケーブル 

＜使用ケーブル＞ 

ツイストペアケーブル（シールド付） 

０．７５ｓｑ以上推奨 

RS-232C ｹｰﾌﾞﾙ 
RS-485 

［MODEL485］H 

Ａ→Ａ，Ｂ→Ｂに接続します 

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲへ 
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設定と設置方法 

  ＲＳ－４８５回線は、回線の両端に終端抵抗を設ける必要があります。ディジーチェーンで接続された

末端の表示装置は終端抵抗をＯＮにして下さい。終端抵抗のＯＮ／ＯＦＦは表示装置内部のＣＰＵ基

板上のジャンパースイッチにより行なうことができます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示装置正面 

ジャンパー２(JP2)終端抵抗のＯＮ／ＯＦＦ 
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設定と設置方法 

５－３．通信チャネルの設定  【４２９Ｄ】タイプ 

   通信チャネルはディスプレイに内蔵されている無線モデム「ＴＥＬＥＭＡＴＥⅢＲＢ」（４２９通信タイプ）

のロータリースイッチで設定します。送信側機器と同じチャネルを設定して下さい。 

無線モデムはディスプレイ正面にありますので正面のアクリル板をスライドし外します。 

通信チャネルの変更はディスプレイの電源をＯＦＦしてから行なって下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ＴｅｌｅｍａｔｅⅢＲＢの通信設定用 SWは出荷時固定となりますので変更しないで下さい。 

（ＡＬＬＯＦＦ） 

※４８５通信タイプにはＴｅｌｅｍａｔｅⅢＲＢは内蔵されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＴｅｌｅｍａｔｅⅢＲＢ(通信チャネル設定用)DIPSW 

通信チャネル用ロータリーＳＷ 

正面 

通信設定用ＳＷ 
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設定と設置方法 

  ●【４２９Ｄ】通信チャネル表 

チャネル番号 周波数（MHz） チャネル番号 周波数（MHz） 

０１ 429.2500 ２１ 429.5000 

０２ 429.2625 ２２ 429.5125 

０３ 429.2750 ２３ 429.5250 

０４ 429.2875 ２４ 429.5375 

０５ 429.3000 ２５ 429.5500 

０６ 429.3125 ２６ 429.5625 

０７ 429.3250 ２７ 429.5750 

０８ 429.3375 ２８ 429.5875 

０９ 429.3500 ２９ 429.6000 

１０ 429.3625 ３０ 429.6125 

１１ 429.3750 ３１ 429.6250 

１２ 429.3875 ３２ 429.6375 

１３ 429.4000 ３３ 429.6500 

１４ 429.4125 ３４ 429.6625 

１５ 429.4250 ３５ 429.6750 

１６ 429.4375 ３６ 429.6875 

１７ 429.4500 ３７ 429.7000 

１８ 429.4625 ３８ 429.7125 

１９ 429.4750 ３９ 429.7250 

２０ 429.4875 ４０ 429.7375 

 

 

  ●４８５通信タイプ 

   ４８５通信タイプにはチャネルの設定はありません。機器番号の設定のみ必要となりますので、次項

以降をご覧いただき機器番号の設定を行って下さい。 
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設定と設置方法 

５－４．機器番号の設定  【４８５Ｄ】【４２９Ｄ】タイプ 

機器番号はディスプレイに内蔵されているＣＰＵボード上のディップスイッチで設定します。ＣＰＵボ

ードはディスプレイ正面にありますので正面のアクリル板をスライドし外します。送信側機器から送

られる通信フォーマット内容に会った機器番号に設定して下さい。 

   機器番号はＣＰＵ基板上の DIPSW１～７で設定します。 

設定範囲は０～９９です。 

   設定変更は電源をＯＦＦしてから行なって下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※４８５通信タイプにはＴｅｌｅｍａｔｅⅢは内蔵されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＰＵ基板(設定用 DIPSW) 

 

設定用 DIPSW 

 

機器番号設定用 

DIPSW１～７ 
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設定と設置方法 

 

ＤＩＰＳＷ １→ＯＮ，０→ＯＦＦ 

機器番号 
DIPSW 

1234567 
機器番号 

DIPSW 

1234567 
機器番号 

DIPSW 

1234567 
機器番号 

DIPSW 

1234567 

ID000 0000000 ID025 1001100 ID050 0100110 ID075 1101001 

ID001 1000000 ID026 0101100 ID051 1100110 ID076 0011001 

ID002 0100000 ID027 1101100 ID052 0010110 ID077 1011001 

ID003 1100000 ID028 0011100 ID053 1010110 ID078 0111001 

ID004 0010000 ID029 1011100 ID054 0110110 ID079 1111001 

ID005 1010000 ID030 0111100 ID055 1110110 ID080 0000101 

ID006 0110000 ID031 1111100 ID056 0001110 ID081 1000101 

ID007 1110000 ID032 0000010 ID057 1001110 ID082 0100101 

ID008 0001000 ID033 1000010 ID058 0101110 ID083 1100101 

ID009 1001000 ID034 0100010 ID059 1101110 ID084 0010101 

ID010 0101000 ID035 1100010 ID060 0011110 ID085 1010101 

ID011 1101000 ID036 0010010 ID061 1011110 ID086 0110101 

ID012 0011000 ID037 1010010 ID062 0111110 ID087 1110101 

ID013 1011000 ID038 0110010 ID063 1111110 ID088 0001101 

ID014 0111000 ID039 1110010 ID064 0000001 ID089 1001101 

ID015 1111000 ID040 0001010 ID065 1000001 ID090 0101101 

ID016 0000100 ID041 1001010 ID066 0100001 ID091 1101101 

ID017 1000100 ID042 0101010 ID067 1100001 ID092 0011101 

ID018 0100100 ID043 1101010 ID068 0010001 ID093 1011101 

ID019 1100100 ID044 0011010 ID069 1010001 ID094 0111101 

ID020 0010100 ID045 1011010 ID070 0110001 ID095 1111101 

ID021 1010100 ID046 0111010 ID071 1110001 ID096 0000011 

ID022 0110100 ID047 1111010 ID072 0001001 ID097 1000011 

ID023 1110100 ID048 0000110 ID073 1001001 ID098 0100011 

ID024 0001100 ID049 1000110 ID074 0101001 ID099 1100011 

 

※範囲外に設定された場合はＩＤ０００になります。 
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設定と設置方法 

５－５．エラーチェック方式の変更  【４８５Ｄ】【４２９Ｄ】タイプ 

  通常、通信フォーマットのエラーチェックは前述“機器Ｎｏ～ＥＴＸのＣＲＣ－ＣＣＩＴＴ”によりますが、“コ

ンペア（２回）”方式に変更することができます。 

  通信チェック方式の変更は表示装置内部のＣＰＵ基板上のＤＩＰＳＷ“８番”で設定できます。 

  設定変更は電源をＯＦＦしてから行なって下さい。 

 

チェック方式 ＤＩＰＳＷ ８番 

ＣＲＣ－ＣＣＩＴＴ方式 ＯＦＦ 

コンペア（２回）方式 ＯＮ 

 

コンペア（２回）方式では２回連続して同じ伝文でなければエラーと判断します。“ＣＲＣ－ＣＣＩＴＴ”方

式に較べエラーチェックに時間を要しますが、ＢＣＣを付加する必要が無くなり、送信側の処理が軽

くなります。 

また、コンペア方式で使用の場合は同一伝文を複数（３フォーマット以上）送付する必要がありま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＰＵ基板(設定用 DIPSW) 

 

設定用 DIPSW 

 

エラーチェック設定用 

DIPSW８ 
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設定と設置方法 

５－６．ディスプレイの設置 

   ディスプレイはコントローラから見通しがよい位置に設置して下さい。見通しが悪い場所に設置する

場合はできるだけアンテナ付近に障害物がない場所を選んで下さい。 

また、【４２９Ｄ】タイプをご利用の場合、アンテナは斜め上方向に向けて下さい。ディスプレイ側面に

平行して下に向けて設置しないようにして下さい。 

   表示はＬＥＤの性質上正面がもっとも明るく見えますので、なるべく見る位置から正面となる角度に

て設置して下さい。 

 

   【４２９Ｄ】タイプ利用の場合のアンテナ設置方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

良い例 悪い例 
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動作 

６．動作 

ディスプレイの設置と設定ができたら、それぞれの電源をＯＮして下さい。 

ディスプレイの電源投入直後は、設定されている通信チャネル番号と機器番号がそれぞれ１秒間表示さ

れます。（４８５Ｄタイプの場合は、通信チャネル番号表示はありません。） 

コントローラからのデータを受信すると受信した内容に表示が切り替わります。コントローラからのデータ

が受信できない場合は、全点灯を３秒間した後にＬＥＤが全て消灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ディスプレイは、電源投入直後以外でコントローラからのデータを３０秒間正常に受信できない場合、表

示を全て消灯します。(*1)ご使用中にディスプレイの表示が消灯する場合は、コントローラからの電波が

届かない状態が考えられますので、コントローラとディスプレイの設置場所を変更し、確実に電波の届く

範囲に設置するようにして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通信チャネル番号の表示 

 １秒間 

機器番号の表示 

   １秒間 

コントローラからのデータが無い場合は 

３秒間全点灯し、消灯。 

コントローラから 

受信したデータ内容を表示 

電源ＯＮ 
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保証とアフターサービス 

７．保証とアフターサービス 

正常な状態でご使用中に、万一機器の異常が確認されたときには、保証規定及び修理規定をご確認の

上、お買い上げの販売店、または弊社営業部までお問い合わせ下さい。なお、最新の保証規定及び修

理規定は、弊社ホームページでご確認いただけます。 

 

〔保証規定〕 

本規定は、お買い上げになられたヘルツ電子株式会社（以下「当社」といいます）の製品を安心してご利

用いただけるよう、出荷後の保証について当社が定めたものです。 

なお、本規定は特注品（カスタム品）には適用されません。また、仕入品は製造元の保証規定が適用さ

れるものとし、本規定は適用されません。 

＜ご注意＞万が一、お客様がお買い上げになられた製品に当社の旧保証規定が記載された取扱説明

書が同封されていた場合であっても、最新の規定が適用されますので、ご了承ください。 

 

■保証期間 

保証期間は、他に定めのない限り、「当社が製品を出荷した日から 13ヵ月まで」といたします。保証期間

内は、本規定の定めにより当社にて無償で新品交換または修理をいたします。 

また、保証期間内に当社の責任による故障が発生し、故障が発生した製品（以下「本製品」といいます）

を無償で新品交換または修理を実施した場合の本製品の保証期間は、「本製品の初回出荷日から13ヵ

月、または新品交換もしくは修理を実施した本製品の出荷日から 6 ヵ月のいずれか遅く訪れる日まで」と

いたします。 

なお、有償で修理を実施した場合の保証期間は、当社の修理規定の定めるところによります。 
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保証とアフターサービス 

■保証範囲 

保証期間内に当社の責任による故障が発生した場合、本製品を無償で新品交換または修理実施いたし

ますので、お買い上げの販売店、または当社営業部にお申し出ください。 

 

保証期間内であっても、以下の各号に該当する場合は保証の対象外といたします。 

1. お客様による輸送・移動時の落下・衝撃等、お客様のお取扱いが適正でないために生じた故障・損傷

の場合。 

2. お客様による本体の分解や改造による故障の場合。 

3. 火災・地震・水害等の天災地変及び異常電圧による故障・損傷の場合。 

4. 本製品に接続している当社指定機器以外の機器の故障に起因する故障の場合。 

5. 本製品の付属品（ACアダプタ、アンテナ、接続ケーブル等）の故障の場合。 

6. 本製品に含まれる消耗品・有寿命部品の故障に起因する場合。 

① 消耗品：電池類（蓄電池、乾電池、ボタン電池等）、記録媒体（SDカード等） 

② 有寿命部品：各種スイッチ類（リミットスイッチ、押しボタンスイッチ等）、各種センサ 

③ その他使用により消耗・寿命があるもの 

消耗品・有寿命部品が故障した場合は、有償での部品交換もしくは修理をいたします。 

7. 本製品の取扱説明書に記載された使用方法及び注意事項に反するお取扱いによって生じた故障の

場合。 

8. 当社以外で修理・調整・改良した場合。 

9. 当社において故障の再現ができない場合。 

 

■本製品の修理について 

本製品の修理は測定機器・治具等の設備を必要とするため、当社での引き取り修理といたします。 

 

■本製品の新品交換または修理にかかる送料について 

本製品を当社または販売店に送付いただく場合の送料、及び当社または販売店から新品交換または修

理を実施した本製品をお客様へ送付する場合の送料は、当社または販売店にて負担いたします。 

 

■免責事項 

本製品の故障、もしくはその使用によって生じた直接的・間接的な損害、金銭的損失については一切の

責任を負いません。 

 

■その他 

当社ホームページ上及び当社が提供しているカタログ、取扱説明書、技術資料、またはその他の資料に

記載されている本製品の情報は、お客様にお断りなく変更される場合がございますので、あらかじめご

了承ください。 
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保証とアフターサービス 

〔修理規定〕 

本規定は、ヘルツ電子株式会社（以下「当社」といいます）が提供する有償修理サービス（以下「本サー

ビス」といいます）に適用されるものといたします。 

なお、本規定は特注品（カスタム品）には適用されません。また、仕入品は製造元の修理規定が適用さ

れるものとし、本規定は適用されません。 

＜ご注意＞万が一、お客様がお買い上げになられた製品に当社の旧修理規定が記載された取扱説明

書が同封されていた場合であっても、最新の規定が適用されますので、ご了承ください。 

 

■規定対象 

本サービスは、「保証規定に定める保証範囲外」かつ「販売開始日から修理実施期間終了日（生産終了

日から７年）まで」の当社製品を対象として提供いたします。ただし、修理部品の在庫状況や調達状況に

より、修理実施期間終了日が早まる可能性がございますのでご了承ください。 

 

■契約の成立 

お客様が当社よりご提示したお見積書にご承諾いただき、修理実施期間終了日までにご注文書を発行

いただいた時点で成立するものといたします。 

 

■本サービスの目的 

当社は、お客様にご利用いただいている当社製品が保証規定に定める保証範囲外で故障した場合、そ

の機能・性能を修復することを目的として、本サービスを提供いたします。 

なお、本サービスは測定機器・治具等の設備を必要とするため、当社での引き取り修理といたします。 

 

■本サービスのご利用料金 

本サービスのご利用料金は、以下の料金の合計といたします。 

① 修理サービス料 

修理サービス料は、お客様が修理をご希望する当社製品（以下「修理品」といいます）に対する修理実施

に伴う、技術料＋部品代＋諸経費＋消費税の合計です。 

② 送料（梱包箱代含む） 

修理品を当社に送付いただく場合の送料及び当社から修理品をお客様へ送付する場合の送料は、お客

様のご負担でお願いいたします。万が一、修理品を着払いでご送付いただいた場合は本サービスのご

利用料金に含めるものといたします。 

 

■修理品の保証期間と保証範囲 

修理品の保証期間は、「修理完了日から 6 ヵ月まで」といたします。ただし、当該修理部分（修理箇所や

交換した部品）以外の故障は修理品の保証対象になりませんのでご注意ください。 

なお、保証期間内に当社の責任による故障が発生した場合、本製品を無償で再修理を実施いたしま

す。 
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保証とアフターサービス 

■修理部品の取扱い 

1. 本サービスを長期かつ安定して提供し、また環境保護等を推進するため、当社の判断により修理の

際に再生部品または代替部品を使用することがあります。 

2. 本サービスの提供による部品交換の際に取り外した部品を、リサイクルや分析などのために、当社の

任意の判断で回収させていただく場合があります。回収した部品は当社の所有物として、当社の判断に

より、再生・利用または廃棄等をおこないますので、あらかじめご了承ください。 

 

■本サービスのお見積 

本サービスのお見積りにかかる費用は基本的に無償となります。 

ただし、当社において故障の再現ができない場合は修理を実施できないため、お見積りをいたしません。

なお、故障の再現に技術調査等が必要な場合は、故障の再現にかかる費用をお見積りいたします。 

 

■未修理品の返却 

当社において故障の再現ができなった等の理由により、本サービスの料金のお見積りを実施しなかった

場合、お預かりした修理品をお客様に返却いたします。 

また、お見積書の作成日から 3 ヵ月を超えても、お客様からご注文をいただけなかった場合、もしくはお

見積書にご承諾いただけず、お客様より修理を実施しない意思表示があった場合は、お客様が本サー

ビスのご依頼をキャンセルされたものとし、当社は修理を実施せずに、お預かりした修理品をお客様に

返却いたします。 

なお、返却にあたり送料が発生する場合は、お客様のご負担といたします。 

 

■個人情報の取り扱い 

お客様よりご提供いただいたお客様の氏名・住所などの個人情報は、当社ホームページ上に掲載する

プライバシーポリシーに従い、適切に取扱いをいたします。 

 

■損害賠償 

1. 当社が本サービスの提供について負う責任は、本規定に定める事項・内容に限られるものとし、特別

な事情からお客様に生じた損害（お客様の逸失利益、第三者からお客様になされた賠償請求に基づく損

害を含みます）およびお客様が修理品の故障・不具合等により当該製品を使用できなかったことによる

損害については一切の責任を負わないものといたします。ただし、当該損害が当社の故意・重過失に基

づき生じたものである場合はこの限りではありません。 

2. 本サービスの提供に関し、当社がお客様に対して損害賠償責任を負う場合であっても、当社の故意・

重過失の場合を除き、当社の責任は修理品の価値に相当する金額を上限といたします。なお、修理品

の価値は、減価償却後の残存価値、または損害発生時に市場で販売されている同等の性能の商品の

価格を基準として算出するものといたします。  

 

 

 

 



21Seriesダイレクト表示 

27 
 

保証とアフターサービス 

■その他 

1. お客様ご自身が貼られたシールや液晶保護シート類、外筐部品に施されたカラーリング等の原状復

帰はいたしかねます。また、POP シール類が販売時に貼付されていた場合、外筐部品の交換の際にこ

れら POP シール類は修理部品として新しくご用意できません。外筐部品交換後は、POP シール類は貼

付されていない状態での返却となります。 

2. 当社ホームページ上及び当社が提供しているカタログ、取扱説明書、技術資料、またはその他の資

料に記載されている本製品の情報は、お客様にお断りなく変更される場合がございますので、あらかじ

めご了承ください。 
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寸法図 

寸法図 

《３項目大型タイプ》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《３項目中型タイプ》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※４８５Ｄタイプはアンテナがありません。 
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寸法図 

《２項目大型タイプ》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《２項目中型タイプ》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※４８５Ｄタイプはアンテナがありません。 
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寸法図 

《４項目大型タイプ》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《４項目中型タイプ》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※４８５Ｄタイプはアンテナがありません。 

 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

 

 

 

 

 

ヘ ル ツ 電 子 株式会社 

HERUTU ELECTRONICS CORPORATION 

 

〒433-8104  静岡県浜松市北区東三方町 422-1 

（営業部）TEL. 053-438-3555   FAX. 053-438-3411 

ホームページ https://www.herutu.co.jp   E-mail info@herutu.co.jp 
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